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(3) フィラーの接触以外の導電メカニズムの存在を調査するために、ICA の DC 抵抗値の温度による変化、DC 抵抗と
AC 抵抗の違い、および AC 抵抗の周波数特性を測定した。その結果、トンネル電流や容量結合により導電する
可能性が示唆された。 
(4) 導電を生じやすいバインダ成分を考察した結果、フェノール性 OH を含有する ICA はアルコール性 OH を含有す
る系より低抵抗を示し、官能基が導電性発現に影響を及ぼす可能性が示唆された。 
以上のように、ICA の導電性向上には無機材料フィラーの設計の観点のみから開発が行われてきたことに対し、本
研究はバインダなど有機材料が導電性に影響を及ぼすことを明らかにしたもので、今後の ICA の開発に新たな指針を
与えるもので、今後の ICA の開発研究に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものとし
て認める。 
 
